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種類 年 ’94 ’95 ’96 ’97 ’98
一　　次　　電　　池 19.9 20.2 19.3 19.8 20.0
二
鉛 　 蓄 　 電 　 池 18.9 18.6 18.2 17.1 15.8
次
ア ル カ リ 蓄 電 池 14.2 13.3 10.8 11.3 9.3
電
ニッケル水素電池 7.3 9.3 8.9 10.3 9.9
池
リチウムイオン電池 ― 3.8 13.8 20.6 24.3
小　　　　　計 40.5 45.0 51.7 59.2 59.3
合　　　　　　計 60.4 65.2 71.0 79.0 79.4
2 販売数量 単位：億個
種類 年 ’94 ’95 ’96 ’97 ’98
一　　次　　電　　池 46.3 48.6 46.9 48.5 50.2
二
鉛 　 蓄 　 電 　 池 0.6 0.6 0.5 0.5 0.5
次
ア ル カ リ 蓄 電 池 8.7 8.6 7.1 7.1 6.0
電
ニッケル水素電池 1.9 3.0 3.6 5.8 6.5
池
リチウムイオン電池 ― 0.3 1.1 1.9 2.6
小　　　　　計 11.2 12.5 12.3 15.3 15.6


































なお、図中のUSABC（United States Advanced Battery Consortium）およびLIEBES（The





























































密　閉　鉛　電　池 低 コ ス ト
低エネルギー密度
［PbO2/Pb］ 高 信 頼 性
ニッケル水素電池
高エネルギー密度
高 コ ス ト
［NiOOH/MH］ 耐 高 温 性
リチウムイオン電池
高エネルギー密度











電池の需要を大きく分けると、① 非常用電源、② 移動体のエネルギー源、③ 電力貯蔵装置　に
分けることができよう。
① は、停電や災害発生時にその機能を発揮するもので、ビルの非常用やコンピューターの非常用
電源として、これまでも重要な働きをしてきたし、その重要性はこれからも一層強まるであろう。
② に関しては、科学の進歩とともに、いろいろなものの小型軽量化が進み、移動体の量は飛躍的
に増加している。それに応じて小型電池の需要も益々大きなものとなっていくと思われる。
③ に関しては、石油エネルギーの枯渇と地球環境保全のため、また、電力供給の面からは負荷の
平準化が重要な問題であり、この用途は、むしろこれからの時代にきわめて重要なものとなるであろ
う。
このようなことから、数年前までは成熟産業といわれていた電池産業は、現在では成長産業といわ
れるようになり、電池業界は新しい市場に対応すべく、新種電池の開発、既存電池の高性能化に積極
的に取り組んでいる。
